
〈第238号〉昭和41年6月 1日発行

発行所

富山県魚津市役所
編集発行人高瀬善一郎

(毎月 1日発行)

6
月
は
、
昭
和
4
年
度
市
県
民
税
第

一
期
分
の
納
期
で
す
。
納
税
通
知
書
は

6
月
中
旬
ま
で
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と

に
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま

す
。乙
と
し
の
市
民
税
は
、
地
方
税
法
や

市
税
条
例
が
改
正
さ
れ
て
、

配
偶
者
控

除
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
る
控
除
額
が
引
き
上
げ
に
な

り
、
税
金
が
少
し
安
く
な
り
ま
し
た。

と
れ
に
と
も
な
う
減
税
額
は
や
く

一
千

七
百
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

控
除
額
を
昨
年
と
比
較
し
て
み
ま
す

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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そ
こ
で
七
十
万
円
の
事
業
所
得
者
で

専
従
者
(
白
色
)
三
人
、
子
ど
も
四
人

あ
る
世
帯
の
市
県
民
税
を
計
算
し
ま
す

と
、
年
税
額
一
万
四
千
三
百
二
十
円
と

な
り
、
昨
年
と
く
ら
べ
四
千
九
百
六
十

円
軽
減
さ
れ
た
乙
と
に
な
り
ま
す
。

(昭和27年 9月悶)
第3種郵便物認可

40年度 41年度

所得額 700，00内0 700，00円0 

基礎控除 90，000 100，000 

専従者控除 150，000 180，000 

扶養控除 120，000 160，000 

課税標準額 340，000 260，000 

所得制 18，980 14，020 

均 等制 300 300 

合計 19，280 14，320 

( 1 ) 

次
に
市
県
民
税
を
所
得
区
分
に
よ
っ

て
、
例
を
あ
げ
て
算
出
し
て
比
較
し
て

み
ま
す
と、

次
の
よ
う
に
減
税
さ
れ
た

と
と
に
な
り
ま
す
。
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…
市
県
民
税
第
一
期

納
期
限
は
6
月
初
日
で
す

固
定
資
産
税
第
二
期
、
国
民

…
健
康
保
険
税
第

一
期
分
の
納

・

期
限
は
8
月
1
日
で
す
。
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か
み
ぐ
ち
橋
が
永
久
橋
に

角
川
の
新
町
と
南
町
に
か
か
る
「
か

み
ぐ
ち
橋
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

旧
橋
は
、
昭
和
詑
年
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た
が
、
木
橋
で
老
朽
が
ひ
ど
く
、

し
か

-

も
せ
ま
い
た
め
、
県
で
は
こ
れ
を
氷
久

橋
に
か
け
か
え
す
る
工
事
を
去
年
ロ
月

か
ら
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、

総
工
費

千
六
百
五
万
円
で
こ
の
ほ
ど
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

乙
の
橋
の
長
さ
は
三
十
メ
l
卜
戸
、

巾
六

・
五
メ
l
卜
W
で
、
岡
山
斥
の
取
り

付
け
道
路
も
舗
装
さ
れ
、
角
川
尻
漁
港

と
市
街
地
を
結
ぶ
重
要
な
橋
と
な
り
ま

し
た
。
(
写
真
完
成
し
た
上
口
椅
)

議

会

だ

よ

り

|
|
|

1
日
か
ら

水

水
道
週
間
は
、
6
月
1
日
か
ら
7
日

ま
で
全
国
い

っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま

す。
水
道
は
、
伝
染
病
を
ふ
せ
ん
¥
働
き
を

し
た
り
、

台
所
を
明
る
く
し
、
家
事
の

む
だ
を
は
ぶ
い
た
り
、
消
火
に
活
躍
す

る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業
に
利
用
さ

れ
、
社
会
生
活
の
さ
さ
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。本
市
の
上
水
道
は
、
青
島
、
貝
回
新

横
枕
、
道
坂
の
四
か
所
の
各
水
源
か
ら

取
水
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
水
さ
れ
た
水

は
滅
菌
室
を
経
由
し
、
微
量
の
臨
素
で

消
毒
し
て
、
印
聞
の
配
水
場
に
送
水
し

細
か
い
砂
な
ど
を
沈
で
ん
さ
せ
て
か
ら

ゆ
る
や
か
に
各
家
庭
へ
給
水
し
て
お
り

ま
す
。水
道
の
水
は
、
清
潔
な
だ
け
で
は
十

分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
台
所
の
蛇
口
か
ら

豊
富
に
勢
お
い
よ
く
で
て
く
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

朝
腕

や
日
中
、
深
夜
な
ど
一
日
の
水
の
使
い

正
副
議
長
、常
任
委
員
な
ど
改
選

平 河 /'一一二 ぷ通え で〉、氏まiI向 緩鯵弘戸 線遡鶴畿議 、|耐
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奥 次郎 佐東

O
大
久
保
松
治

パ

ッ
キ
ン
グ
の
無
料
取
り
替
え

.

.
 

水
道
課
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
7
日

田
踏

ま
で
の
水
道
週
間
中
、
水
道
蛇
口
の
パ

.

.
 

ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
無
料
修
理
を
行
な
う

司
副

ほ
か
、
水
道
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
ず

.

.

 

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
せ
い
ぜ

咽
掴

い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宮
量

的
曜
市
坊
犯

崩

咽
潤圃

市
防
犯
協
会
が

、
'
i
-
l
;

.

.
 

会
が
、
こ
の
ほ
ど

.

.

 

全
国
表
膨
さ
れ

司
可

全
国
防
犯
協
会
連

山1

3

合
会
よ
り
功
労
団

川

体
と
し
て
ま
移
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

川

し
た
。
こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
市
民
の
み

川

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

背
少
年
の

川

補
導
、
暴
力
追
放
な
ど

一
連
の
防
犯
活

川

動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
乙
の
活

川

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

川

区
画
整
理
地
域
内
の

八

路

線

な

ど

…

舗

装

工

事

に
と
り
か

か
る

…

道
路
整
備
の
一
環
と
し
て
こ
の
ほ
ど
マ
同
二
十
八
号
線
H
金
屋
町
l
鴨
川
地

川

舗
装
工
事
に

と

り

か

か

り

ま

し

た

。

内

(
陸
銀
械
)百
三
十
七
メ
ー
ト
ル
'

川

ま
ず
、
火
災
復
興
区
画
整
理
地
域
内

マ
同
二
十
九
号
線
H
金
屋
町
!帆
川
地

川

の
都
市
区
画
街
路
の
舗
装
で
は
、
次
の

内

八

十

メ

ー

ト

ル
'

川

八
路
線
総
延
長
八
百
三
十
メ
l

マ
同
六
十
三
号
線
H
新
金
屋
町
l
仰
岡

山

ゃ
く
三
百
五
十
万
円
で
、

一
部
を
の
ぞ

地

内

六
十
四
メ
1
ト
戸

川

き
6
月
い
っ
ぱ
い
で
完
成
す
る
こ
と
に

e!
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-
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E潔
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な
り
て
い
ま
す
。

よ
る

齢

盤
闘

機
織
燃
叩
川
、
系
移
絞

川

マ
都
市
区
画
街
路
二
号
線
uH真
成
寺
地

総

畿

圏

醐
燃
が
あ
と
込
山
山
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内
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十
メ
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ト
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機

闘
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照
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械
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九
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ぬ
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山
一
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u

地
内
八
十
四
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ト
山
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rJ
鱗
幽
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鱗
翻
欄
ど
守
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や
ゲ
ム
公
壮
一
-A
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マ
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二
十
四
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H
下
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運
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社
裏
)
地
内
二
百
十
七
メ
ー
ト
ル
'

鱗
躍
剛
院
踊
繍
繍
鰯
繍
遡
甥
機
織
舗
際

い

マ
同
二
十
四
号
制
服
日
金
問
町
地
内
八
十
繍
隣
国
曙
機
一日
麟
盤
固
醐
圃
圃
闘
圃
眠
酔

九
メ
1
ト

戸

霊

園

盟

関

・
干
醐
圏
圃
圃
甑
醐
園
園
開

マ
同
二
十
七
号
線
H
金

屋

町

地

内

六

十

欝

臨

人

一

醐
輯
圃
圃
圃
瞳
輔
副
園
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三
メ
ー
ト
ル
'

園
圃
園
周
一
リ

翻
噛
欄
幽
園
醐
闇
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圃
園
開

河
崎
浅
之
助
出
内
孝
成

宮
崎
直

一
一
薗
調
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鶴
問
機
鰯
髄
盟
組
閣
掴
蝿
幽
廻
鰻

一
溜
艦
購
繍
鰯
伊
織
翻
鱒
醐
賦
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闇
醐
輔
繍
崎
明
N
V繍

山

三

南

保

合
作

森
野
富
治

一
観
劇
捌
畿
線
機
織
錦
繍
欝
翻
繍
鴻

いγ
4
議

川

そ
の
ほ
か
の
市
道
の
舗
装
で
は
、
上

川

新
一
サ
総
な
ど
二
路
線
開
百
七
十
メ
l

川

ト山仰

を
百
二
十
万
円
で
近
く
い
冶加工
し、

川

6
月
末
ご
ろ
完
了
す
る
こ
と
に
な

っ
て

酬

い
ま
す
。

川

マ
市
道
上
新

一
号
線
H
上
新
町
地
内
三

川

百
八
十
一一メ
ー
ト
ル

川

マ
市
道
大
町
十
号
線
H
新
道
地
内
八
十

川

八
メ
ー
ト
ル
'

川

ま
た
、
県
道
で
は
、向山部
・生
地
入
者

川

線
の
日
カ
工
場
前
j
仏
又
地
内
に
至
る

川

千
問
百
五
十
五
メ
1
卜
山
げ
を
八
丙
間
十

川

万
円
で
、
9
月
ま
で
に
ア
ス
フ
ァ
ル
'卜

川

舗
装
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川

(
付
与
翼
都
市
区
阿
街
路
二
号
似
の

川

制
刊
誌
工
引
)

川

道

週

日
1
J;
 

日
l
l

方
の
む
ら
を
調
節
し
て
、
蛇
口
か
ら
出

る
水
に
圧
力
が
か
か
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
水
は
配
水
場
か
ら
配
水
管
を
通

っ
て
家
庭
へ
配
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
配

水
管
の
長
さ
は
、
五
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
'も
あ
っ
て
、古
く
な
っ
た
り
、破
裂
し

た
り
、
漏
水
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
修
繕
し
、
う
ま
く
管
制
比
し
て
ゆ
く

の
は
容
易
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
の
水
道
は
、
昭
和
白
年
に
給
水

一戸
数
二
千
四
百
十
四
戸
で
し
た
が
、
乙

と
し
の
四
月
末
で
、
四
千
五
百
七
十
凶

戸
と
な
り
ま
し
た
。
十
か
年
間
で
や
く

二
倍
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
平

均
の
普
及
率
に
く
ら
べ
ま
す
と、

は
る

か
に
劣
っ
て
い
ま
す
。

あ

し瓦

弐」

てコ

議
長
宮

崎

直

三

私
は
、
こ
の
た
び
は
か
ら
ず
も
市
議

会
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
先
栄
に
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
、
そ
の
器
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
の
推
挙

に
甘
え
て
、
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
乙
の
上
は
峨
貰
の
重
大
な

こ
と
を
自
覚
し
、
明
朗
な
市
政
と
誠
実

な
議
会
運
蛍
を
は
か
る
と
と
も
に
、
つ

と
め
て
世
論
に
傾
聴
し
て
、
み
な
さ
ま

の
真
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
努

方
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
な
る
と

支
援
、
ど
協
力
脅
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

剛
い
し
て
ど
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

× 

× 

日
本
脳
炎
の

予

防

接

種

日
本
脳
炎
が
発
生
す
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に

予
防
接
種
を
行
な
い
ま
ず
か
ら

近
く
の
場
所
で
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

マ
該
当
者
H
生
後
6
か
月
以
上

の
市
民
全
員
を
対
象
と
し
ま

す
が
、
と
く
に
乳
幼
児
や
老

人
が
か
か
り
ゃ
す
い
の
で
ぜ
ひ
受

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
は
じ
め
て
接
種
を
受
け
る
人
は
二

回
、
毎
年
受
け
て
い
る
人
は
一
回

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
料
金
H
一
回
に
つ
き
、
生
後
6
か

月
i
1
才
ま
で
四
十
円
、
1
才

I

3
才
ま
で
八
十
円
、
3
才
以
上
百

五
十
円
で
す
。

マ
健
康
状
態
の
よ
く
な
い
人
は
医
師

と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

校
下

一
回

二

回

場

所

古
胞
熊

6
月
口
日
6
月
幻
日

分

校

村

木

却
日

幻
自
小
学
校

天

神

羽
目

釘
日
小
学
校

閲
布
施

却
日

幻
日
小
学
校

本

江

幻
日

お
日
小
学
校

加

積

幻
日

お
日
小
学
校

上
野
方

幻
日

お
日
小
学
校

山

女

幻
日

お
日
小
学
校

経

田

辺
日

mm
日
小
学
校

松

倉

お
白

羽
田
小
学
校

上
中
島

お
白

羽
田
小
学
校

片

貝

お
日

初
日
小
学
校

道

下

M
日
7
月
1
日

小

学
校

住

吉

例
日

1
日
小
学
校

臼

倉

M
日

1
日
小
学
校

坪

野

羽
田

8
日
小
学
校

大

町

7
月
4
日

日
日
小
学
校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
2
附

赤
ち
ゃ
ん
の

健

康

5ゐ
ロ9

断

乳
幼
児
の
健
康
診
断
を
行
な
い
ま

す
。
該
当
者
は
昭
和

ω年
1
月
1
日

か
ら
昭
和
4
年
4
月
初
日
ま
で
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

住

吉

6
月
mm
日

下
中
島
公
民
館

上
野
方

7
月
4
日

民

協

支

所

本

江

5
日

公

民

館

大

町

6
日

保

健

所

経

凶

8
日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
3
時

六
才
来
満
の

結

核

予

防

接

種

六
才
未
満
の
お
子
さ
ん
(
昭
和
お

年
4
月
2
日

iω
年
ロ
月
紅
白
ま
で

の
山
生
者
)
を
刻
象
に
、
ツ
ベ
戸
ク

リ
ン
反
脳
注
射
と
B
C
G
接
種
を
行

な
い
ま
す
。

か
入
に
!

ツ
ベ
戸
ク
リ

B
C
G

低
」
γ川

土
壬

・

注

射

日

桜
初
日

J
・
ド

加

硝

6
月
7
日
6
月
9
日
公
民
館

本

江

7
日

9
日
公
民
館

経

回

7
日

9
日
小
学
校

道

下

8
日

目
日

小

学
校

松

倉

8
日

間
日
迎
絡
所

村

木

日

日

時
日
小
学
校

大

町

M
日

時
日
小
学
校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
l
i
2
川

腸
チ
フ
ス
予
防
接
種

腸
チ
フ
ス
の
予
防
接
積
を
満
三
才

か
ら
六
十
才
ま
で
の
方
を
対
象
に
行

な
い
ま
す
。
(
一
回
目
は
実
施
ず
み
)

受山片坪臼本住凶天上村上tJ.1);
け 布野中雫
付女貝野倉江古脳神方木島 r
け
H寺 A-
間 9 7 6 6 6 6 3 333 一1m 年日日日日日日日日日日 1

6 
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IEII j日日日日日日日日日日日

2分小分小小小小小小小小旧
時 学 学学学学学学学学祭
校校校校校校校校校校校 1/1

成

人

者

立

山

の
登

山

こ
と
し
成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た

み
な
さ
ん
に
よ
る
立
山
廷
山
が
、
県

内
各
市
の
教
育
委
員
会
共
催
で
災
施

さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
万

は、

6
月
日
日
ま
で
、
市
教
育
委
員

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
程
日
6
月
初
日

(日
〉
午
前
8

時
2
分
電
鉄
魚
津
駅
発
ー
ロ
附
加

分
天
狗
平
着
|
室
堂
で
一
泊
、
幻

日
は
立
山
頂
上
l
天
狗
平
午
後
2

時
発
|
電
鉄
魚
津
駅
午
後
7
附
初

分
ご
ろ
到
着
の
予
定

マ
会
貨
リ
千
四
百
円
(
米
五
合
持
参

の
乙
と
)

参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ
を
則
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
打
ち
合
わ
せ
会

1
6
月
剖
日
午
後

6
附
か
ら
教
育
委
員
会
で向

山
由
市
東
陸

児

検

診

，
i

自

ザ
ノ
で
ま
、
]耳

打

-
M
日
は
中
止

j
い

l

i

週
金
眼
目
に

乳
児
検
診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

6
月
口
日
と
例
日
は
都
合
に
よ
り
中

止
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。



オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
契
機
と
し
て
、

国
民
の
体
力
づ
く
り
運

動
が
強
く
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
健
康
の
保
持

体
力
の
地
進
を
め
ざ
し
、
乙
と
し
か
ら
市
民
体
操
、
歩
こ
う
運
動
、
体

力
テ
ス
ト
の
三
つ
を
柱
に
し
た
「
市
民
体
力
づ
く
り
運
動
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市

民

体

操

ス

ポ

ー
ツ

テ
ス

ト

ま
ず
、
市
民
体
操
は
、
市

民

が

ど

こ

ス

ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
は
、
自
分
の
体
力

で
も
気
軽
る
に
で
き
、
し
か
も
効
果
的
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
本
と
な
る
運
動

な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
選
考
委

員
会
を
設
け
て
選
定
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

こ
の
体
操
を
広
く
普
及
さ
せ
る

た
め
に
、
学
校
、
公
民
館
、
青
年

間
、
婦
人
会
、
事
業
所
な
ど
へ
は

音
楽
入
り
テ
l
プ
と
解
説
書
を
配

布
す
る
ほ
か
、
各
家
経
へ
は
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を
配
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

各
事
業
所
で
は
休
憩
時
間
な
ど

に
、
家
庭
で
は
適
当
な
時
間
に
、

ぜ
ひ
市
民
体
操
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

(
市
民
体
操
の
順
序
は
下
図
)

歩

こ

う

運

動

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
歩
く

こ
と
に
よ
り
体
力
を
つ
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
体
育
協
会
の
協
力

を
得
て
「
歩
こ
う
会
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
第
一
回
歩
こ
う
会
は、

次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
す
の
で

せ
い
ぜ
い
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
6
月
5
日
(
日
)
午
前

9
時

四

中

前

出
発

マ
行
先
H
大
谷
山
方
面
〈
片
道
や

く
六
キ
ロ
)
午
前
日
時
加
分
ご

ろ
大
谷
山
で
解
散

な
お
、

参
加
希
望
者
は
、
午
前

8
時
羽
分
ま
で
西
中
前
へ
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
中
食
の
携
行
は
自

由
で
す
が
、
服
装
は
つ
と
め
て
軽

装
に
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
と

き
中
止
し
ま
す
。

，，2) 

市

民

(昭和問9月間)
第3種郵便物認可/報広市津魚昭和41年6月 1日発行

アメリカシロヒトリ
幼虫のうちに防徐しましょう

ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ

が
発
生
す
る
聞
と
な
り
ま

し
た
。
第

一一川
防
除
は
6

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
が

適
期
で
す
。

乙
と
し
か
ら
県
の
指
導

方
針
に
よ
り
、
自
主
的
防

除
に
よ
っ
て、

撲
滅
を
期

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
各
ご
家
庭
で
は
、
防

除
に
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。防除
の
方
法
と
し
て
、

マ
庭
木
、
樹
木
な
ど
の
見

回
り
を
励
行
す
る
こ

(第238号〉

事
業
所
統
計
調
査
と
商
業
統
計
調
査

の
二
つ
が
7
月
1
日
現
在
で
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
は、

会
社
、
工
場

陶
広
、
銀
行
、
病
院
、
学
校
、
旅
館
な

ど
事
業
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
場
所
で
、
1
1
7
日
ま
で
の
聞
に

不
足
し
て
い
る
能
力
を
商
め
て
い
た
だ

-

く
た
め
に
、
い
ま
ま
で
毎
年
一
凹
成
人

一
訓
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査
票

者
を
対
象
に
行
な

っ
て
き
ま
し
た。

一

こ
と
し
か
ら
は
、
男
女
の
年
令
別
ピ

一
・
事
業
所
・
商
業
統
計
調
査

判
定
表
を
新
し
く
つ
く
り
、
各
校
下
ど

一

7

月

1

日

現

在

で

と
に
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

一

し
た
o

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

商
業
調
査
は
、
わ
が
国
の
商
業
の
発

展
の
実
状
を
知
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る

も
の
で
、
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
お
応

に
お
伺
い
し
て
調
査
察
を
お
渡
し
し
、

必
要
な
こ
と
が
ら
を
書
き
入
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体

つ

力

..A.... 

の

り

市

民

体

操

き

家
庭
で
も
ぜ
ひ

実

施

し

よ

う

ま

る

" 
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と
。
葉
が
く
も
の
県
状
に
な
っ
て
い

一

た
り
、
食
い
荒
さ
れ
て
臼
く
枯
れ
て

い
る
も
の
は
、
乙
の
被
害
を
受
け
て

一

幼
虫
が
密
集
し
て
い
ま
ず
か
ら
腕
き

-

捨
て
て
く
だ
さ
い
。

一

マ
発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が
大
き
く
な

っ
↑

森
林
の
造
成
上
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い

た
り
、
大
発
生
の
場
合
は
薬
剤
散
布

一
山
火
事
が
、
近
年
と
く
に
多
く
な
り
、

を
し
ま
す
。
薬
剤
は
テ
イ
プ
テ
レ
ッ

一
乙
れ
に
よ
る
直
接
、
間
肢
の
損
害
が
非

ク
ス
千
i
千
五
百
倍
液
が
有
効
で
す

一
常
に
大
き
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

が
、
散
布
す
る
場
合
、
マ
ス
ク
、
ゴ

一

乙
の
災
害
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
た

ム
手
袋
な
ど
を
使
っ
て
、
薬
が
体
に

一
ば
こ
火
、
た
き
火
な
ど
、
人
の
不
注
怠

つ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
し
め
て
い
ま

マ
こ
と
し
は
農
業
指
導
所
に
薬
剤
を
用

一
す。

意
し
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
散
布
さ
れ

一

最
近
、
山
菜
つ
み
や
レ
ク
リ
エ

l
シ

る
万
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
ヨ
ン
な
ど
の
た
め
、
市
内
の
山
林
に
入

|
|
入
山
者
の
み
な
さ
ん
へ
|

|

火
の
不
始
末
、
悪
質
な

い
た
ず
ら
を
な
く
し
よ
う

~m:轍:鱗鱗;家主:

，ん老
令
福
祉
年
金
が

ど
れ
く
ら
い
の
所

得
で
支
給
停
止
に

な
る
の
か
:
・

ヘ宇

治
4
RZ

一、

問

私
の
老
令
制
祉
年
金
が
問
問
の
息

子
の
所
得
が
多
い
と
の
即
由
で
、
支

給
停
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

く
ら
い
の
所
得
で
文
給
停
止
に
な
る

の
で
し
ょ

う
が
。

(
一
老
人
)

答

あ
な
た
の
場
合
は
、
扶
養
義
務
者

の
所
得
制
限
に
よ
っ
て
、
年
金
の
支

給
が
一
作
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
忠
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
年
よ
り
(
受
給
権
者
)

を
扶
益
し
て
い
る
い
山
系
山
政
(
父
母

子
、
係
、
制
父
母
な
ど
〉
ま
た
は
、

兄
弟
姉
妹
の
う
ち
に
、
前
年
の
所
得

が
つ
ぎ
の
額
以
上
の
人
が
あ
る
と
き

人
口
は
4
万
6
千

8
百

M
人

前

回

よ

り

4
百

犯

人

減

る

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
昨
年
四
月
1
日

現
在
で
実
施
し
ま
し
た
国
勢

調
査
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど

総
理
府
統
計
局
よ
り
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

魚

津
市
の
世
荷
数
は
、
一
万
五
百
二
十
八

世
帯
、
人
口
は
四
万
六
千
八
百
五
十
四

人
で
、
前
回
(
昭
和
お
年
)
の
調
査
に

く
ら
べ
て
、

世
帯
数
で
は
五
百
十

一
世

帯

(五

・
一
%
)
増
加
し
ま
し
た
が
、

人
口
で
は
逆
に
凶
百
五
十
五
人
(
一
%

)
減
少
し
ま
し
た
。

位
帯
数
の
増
加
は
、
全
国
的
に
世
帯

の
細
分
佑
傾
向
が
強
く
、
ア
パ
ー
ト
建

築
の
急
増
に
も
、
そ
の
理
由
の
一
端
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

人
口
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
五

・二

%
の
増
加
を
み
ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
富
山
県
で
は

0
・
七
%
、

魚
津
市

で
は
一
%
と
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
な
り
ま
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な他に微

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
も
の
で

す
。
そ
の
制
限
.
徹
と
い
う
の
は
、
そ
の
人

の
扶
益
親
族
の
数
に
よ
っ
て
き
ま
り

ま
す
っ
扶
長
組
肢
の
数
が
、

。
人
H
三
十
三
万
千
三
百
五
十
円

一
人
H
四
十
一
一万
九
千
百
七
十
円

一
一人
H
凶
十
六
万
九
千
百
三
十
円

三
人
H
五
十
万
九
千
九
十
円

四
人
H
五
十
四
万
九
千
五
十
円

五
人
口
五
十
八
万
九
千
十
円

を
そ
れ
ぞ
れ
起
え
る
と
き
は
、
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
乙
と
に
な
り
ま

す。(
乙
れ
は
、
前
年
皮
中
の
も
の
で
す

か
ら
本
年
度
は
こ
の
徹
よ
り
い
く
ら

か
多
く
な
り
ま
す
)

ま
た
、
乙
の
ほ
か
に

ω本
人
所
得

制
似
、
凶
配
似
者
所
得
制
限
、
川
公

的
年
金
と
の
併
給
に
よ
る
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ー
却
す
5
千
4
百
町

人

別

1
印
才
4

千
7
百
必
人

ωiω
才
2
千
9
百
2

人

河

才
以
上
千
8
百
回
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
才
以
上
の
人
口
は
、
三
万

五
千
三
百
二
人
で
す
が
、

職
業
別
、
産

業
別
の
就
業
者
数
は
グ
ラ
フ
の
通
り
。

16 

日

魚
津
神
社
の
祭
仙
は
、

4
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

例
年
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、

交
通
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

魚
津
轡
察
署
で
は
、
次
の

よ
う
に
交
通
制
限
を
し
ま

す
か
ら
と
協
力
を
お
一
胤
い

し
ま
す
。

八
出
刷
通
行
禁
止
区
間
V

.
田
万
町
東
勝
中
山
か
ら

下
村
木
先
名
川
出
以
品
目
的
ま
で
の
幻
メ

ー
ト
ル
道
路

・
荒
町
金
問
タ
ク
シ
ー
前
か
ら
金
屋
町

高
野
由
郎
宅
前
ま
で
の
銀
wm
通
り
お

よ
び
中
山
人
通
り

・
北
鋭
魚
津
支
山
か
ら
魚
津
神
社
製
角

ま
で
の
市
道

八
制
限
日
時

V

6
月
5
日
午
前
9
時
か
ら
6
M
6
日

午
後
日
時
ま
で

な
お
、

青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

祭
机
の

4
i
6
日
ま
で
、
午
後
9
時
に

子
ど
も
さ
ん
の
帰
宅
を
呼
び
か
け
る
サ

イ
レ

ン
を
的
ら
す
こ
と
に

し

て
い
ま

す。 魚津神社祭 宇しの

交 ・ 通 ・ 制 ・ |浪 ・

農

薬

に

よ

る

厚
生
省
お
よ
び

長
林
省
で
は
、
農

危
害
防
止
の

経
の
共
同
防
除
に

体
験
論
文
募
集

関
す
る
危
害
防
止

に
つ
い
て
の
体
験
論
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
。募
集
期
間
は
6
月
初
日
ま
で
で、

応

募
さ
れ
る
方
は
、
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
十
枚
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名

職
業
、
年
令
を
記
入
し
て
魚
津
保
健
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
選
発
表
は
7
月
白
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

か

解

本本
ヌIミ

ら

国
を
さ
さ
え
る
若
い
力
|
|

自

衛

官

募

集

八
陸
海
空
白
術
官
は

V
国
の
平
和
を
守

る
の
が
任
務
で
す
。
規
律
正
し
い
団
体

生
活
の
な
か
で
、
広
い
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
り
っ
ぱ
な
人
間
と
し
て
成

長
し
て
い
き
ま
す
U

第
二
次
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

-

o

 

JqJ 
マ
m
m
M
H
二
等
陸
海
空
士

マ
資
的

H
M
才
以
上
お
才
未
満
の
男
子

マ
試
験
リ
中
学
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

マ
申
込
期
日

H
8
月
出
日
ま
で

マ
申
し
込
み
は
市
役
所
市
民
相
談
室
へ

中
小
企
業
設
備

近

代

化

資

金

県
で
は
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

の
仙
り
入
れ
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
仙
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
万

は
、
6
月
刊
日
ま
で
申
請
書
を
市
役
所

商
工
水
産
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
者
の
資
格

・
県
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
も
ち

資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
、

五
千
万
円
ハ
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万

円
)
以
下
の
会
社
、
あ
る
い
は
市
附

使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以

下
の
会
社
も
し
く
は
個
人

・
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
向
じ
事

業
を
営
み
、
事
業
税
を
完
納
し
て
い

る
も
の

マ
貸
付
条
件

・
貸
付
金
額
H
貸
付
対
象
設
備
の
設
置

に
要
す
る
金
額
の
四
十
七
%
以
内
(

俵
尚
三
百
万
円
)

・
利
子
H
無
利
子

・
述
措
保
証
人
H
確
実
な
保
証
能
力
を

有
す
る
も
の
二
人
以
上

県
で
は
、
一

一
・
ニ
級
態
築
士

級
お
よ
び
二
級

試

験

案

内

建
築
士
の
試
験

を
行
な
い
ま
す
が
、
そ
の
受
験
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

一
級
建
築
士
の
受
け
付
け
は
6
月
刊

日

t
M日
ま
で
、
二
級
建
築
士
は
6
月

1
日
i
日
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
申
込
書
を
期
日
内
に

富
山
市
新
総
山
輪

一
番
七
号
、
県
建
築

住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
な
ど
は
返
信
料
十
円
同
封
の
う
え
同

課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

ー

ー

1
6

月
I
h-

-

訟
暗
号
議
香
川西
r

5
日
H
附

屋

医

院

①
|
0
4
9
0

U
日
リ
桝

崎

医

院

①
1
0
3
9
9

m日
H
松

井

医

院

①
1
0
7
4
5

鉛
日
H
宮
元
医
院

①
1
1
3
9
3

な
お
、
当
番
医
ご
利
用
の
際
は
、
ま

ず
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
都
合
を
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
都
合
の
悪
い
場

合
は
当
番
医
に
ど
連
絡
願
い
ま
す
。


